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本
法
律
案
は
、
世
界
の
食
料
需
給
が
中
長
期
的
に
ひ
っ
迫
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
中
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
へ
の
食
料
の
安
定

供
給
を
確
保
す
る
に
は
、
国
内
農
業
の
食
料
供
給
力
の
強
化
と
食
料
自
給
率
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
水
田
を
最
大
限
に

活
用
し
、
自
給
率
の
低
い
大
豆
・
麦
等
の
生
産
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
米
粉
用
、
飼
料
用
米
等
の
本
格
生
産
を
今
後
継
続
し

て
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
者
が
米
粉
用
、
飼
料
用
米
等
に
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
農
林
水
産
大
臣
は
、
米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
米
穀
の
生
産
者
と
米
粉
等
の
製
造
事
業
者
は
、
新
用
途
に
用
い
る
米
穀
の
生
産
か
ら
米
粉
、
飼
料
等
の
製
造
等
ま
で
の
一

連
の
行
程
の
改
善
を
図
る
た
め
、
共
同
し
て
生
産
製
造
連
携
事
業
計
画
を
作
成
し
、
農
林
水
産
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
民
間
企
業
等
は
、
米
粉
及
び
飼
料
等
の
原
材
料
に
適
し
た
稲
の
新
品
種
の
育
成
を
行
う
場
合
、
新
品
種
育
成
計
画
を
作
成

し
、
農
林
水
産
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
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四
、
生
産
製
造
連
携
事
業
計
画
及
び
新
品
種
育
成
計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
に
対
し
て
、
農
業
改
良
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長
、

稲
の
新
品
種
登
録
出
願
料
の
減
免
等
の
特
例
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

す
る
。

六
、
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
規
定

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。


